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この報告書は,農林省と京都大学東南アジア研究セ

ンターならびに海外技術協力事業団の共催によって,

昭和40年 9月京都で開かれたシンポジウムの内容をと

りまとめたものである｡

東南アジア諸国の開発においては農業開発が極めて

重要な位置を占め,農業開発にあたってまずつき当る

のが水の問題だとされている｡東南アジアの農業問題

については,わが国ではこれまで多 くの部門で研究が

進められており,かねてからその成果の総合が各方面

から要望されていたところであった｡

報告書は, 2日間にわたるシンポジウムの経過に従

って,水資源開発利用の問題点,水文気象の特徴,作

物栽培とかんがい排水,水資源開発利用事業の順に手

ぎわよく編集されていて,全体を通 じて農業土木的立

場からだけでな く,広い視野に立って,東南アジア諸

国における水資源開発のあり方,これに対するわが国

の援助のあり方を示 している｡

東南アジア諸国では年々3%を越える人口増加が続

き,一部の国では深刻な食糧:ききんをひき起こしてい

るO昨年度のアジア地域の1人当食糧生産高は前年度

より4%も減っている｡食糧問題解決,一次産品輸出

振興等のため,農業生産の安定拡大が望まれている｡

また世界的にも今世紀中に食糧生産を現在の4倍にし

なければならないとされており,東南アジア地域の食

糧増産はますます主要な課題となって くる｡

農業開発の対象としてみた東南アジアは,モンスー

ン地帯に位置し,水のコントロール手段を欠 くために

作物栽培は主に雨季に行なわれ,農業形態は全 くの自

然まかせで生産力は低い｡乾季には貴重な資源である

土地と日光は,かんがい手段を持たないために未利用

のまま放置されている｡広大な末開拓地 も多い｡ 自然

的条件としては,水資源の開発によって飛躍的に土地

生産力を増大させ得る可能性を秘めている｡

1020

この地域の農業は,自然をうま く利用する方法で行

なわれ,長い歴史を通 じてうけつがれてきたものであ

り,しかも停滞 しているo原始的であまり手を加えな

い農業であるため,労働生産性は高 く,極度の貧困な

がらも農民は安住 していて,政府指導層の強い開発意

欲にもかかわらず,農民の現状改善意欲は乏しいとい

われるC ここに開発を妨げる第 1の問題点をみること

ができる｡報告書ではこのほかに,開発を阻害する多

くの要因をあげるとともに,開発計画にあたっては,

技術的側面以外に政治,経済,社会的側面の分析の重

要性が強誼されている｡

この地域の農業を支配する第一の要素は水であり,

水のコントロールを おいて農業の発展は考 えられな

い｡降り方は不安定で量は多 く,時には余り過ぎる雨

季の水をコントロールして乾季に利用する｡ これによ

って雨季作の安定化,乾季作や畑作が可能となり,未

墾地の開発などと合わせて農業生産の著しい増加が見

込まれる｡そのうえ,水のコントロール手段は電力を

も生産できる｡従って工業も発展する｡国家の開発は

飛躍的に進み,まさにバラ色の開発計画が描かれる｡

水の人為的コントロールは,それまで保たれていた

自然のバランスを破 り,波及的にいろいろな面に障害

が生 じて くる｡大規模な洪水コントロールがひき起こ

す自然環境の変化とその対策についてはまだ十分研究

されていない｡ 自然環境の改造は,自然に順応 してい

た原始的な農業形態の変革を必要とし,ひいては社会

体制-も大きな影響を与えずにはおかない｡水利開発

は,単に水利施設の整備だけでな く,これに伴う一連

の農業技術革新はもちろん,広 く社会経済全般の改革

も同時に行なわれなければ開発効果の発現は期待 し難

い｡ このことが多 くの人々によって強調されている｡

東南アジア地域でこれまで実施にうつされた農業開

発計画が,期待どおりの効果を上げていないこと,あ

るいは,道に開発によるマイナス面 もみられることか

ら,現在深刻な反省がなされている｡

それでは,農業水利開発はどのようにして進めるべ

きであろうか｡概 して開発意欲に乏 しく,教育水準も

低い現地の農民に,合理的な水管理を伴う農業経営を

期待 し得るであろうか｡長い間続けられている自然環

境に順応 した農業形態を根底から改めさせるには,梶

気のよい教育が何よりも必要であると思われる｡開発

を受け入れる素地のないところへ,いわゆる先進国に
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おけると同 じような開発計画を導入 しても成功する見

込みは少ないであろう｡

方向としては大規模一貫開発を目指 しながら,段階

的に進めるべきであるとの意見が強 くうちJJlされてい

る｡このためには自然環境の現状を正 しくつかみ,礼

会,経済的な特殊事情を考慮 し,現地の人々が何を欲

しているかを正確に判断し,精極的に開発意欲を生ぜ

しめるような方策を考えるべきだとされている｡

しかし漸進的な開発と爆発的に増加する人口問題 と

をどう調整 してい くかは今後に残された課題となって

いる｡ これは東南アジアだけの問題でな く,全世界的

視野に立って解決しなければならないことであろう｡

東南アジアの水資源開発のための自然科学的基礎研

究および技術的基礎調査は,主 として国連機構によっ

てその紺についた状態であり,わが国においても開発

計画に役立て得る質料は少ない｡ この意味で報告書に

収められている水文,水と作物等に関する多 くの報告

は,実際に現地へ赴いてなされた調査に基づ く責重な

ものであり, この地域の自然条件を知る上に大いに役

立つ ものである｡ しかし,これ らは短期間で, しか も

いろいろと制約された条件下でなされた調査によるも

のが多いので今後一層の充実が待たれる｡

社会科学的見地から,東南アジア諸国における水資

源開発に関係する特質の数々を指摘 した発表 も多い｡

さらに,農産物の流通機構,価格,そして農民は何を考

えているか等についての報告 も欲しい｡ これらに関 し

て,広範な分野を動員 した調査,研究が望まれる｡

なお,報告書に紹介されている農業開発計画は,基

幹か ら末端までの水利施設,作付体系,開発の経済効

果試算に至るまで詳細を極め,同時に計画上の具体的

な問題点 も多 く提起されており,この地域開発計画の

特殊性を知るうえに参考となる｡いずれの計画例につ

いても,水利開発に伴う農業技術,営農方式の指導等

事業末端における一連の総合的施策の必要が強調され

ている｡ これら計画を練 り上げるまでになされたであ

ろう現地国政府関係者との討議,さらに末端農民が計

画をどう受け入れようとしているか等々の報告があれ

ば,計画の背景 も理解できて参考になったと思 う｡

次に東南アジア諸国に対するわが国の技術援助,協

力については,その問題 として,援助の理念が明確で

ないこと,開発の進め方 と関連するが,援助効果が期

待 したほどあがっていないことが指摘されている｡援

助のあり方としては,段階的開発の方向を堅持 しなが

ら,現地の事情を十分研究 し,真に相手国が必要とす

るものから進めるべきだとしている｡そして援助の対

数としては,成果が効果的に現われる条件の備わって

いるものを選ぶべきだとの意見 もみられる｡

わが国の 後進国開発援助額 は, 現在国民所得額の

0.6%程度にあたり,他の先進国に比べて低い｡ 今後

1%程度まで高めることが約束されている｡東南アジ

ア諸国からの援助要請 も強いので,今後これ らの国々

への開発援助は一段 と活発になるであろう｡ このとき

にあたって, これまでの援助のあり方について真剣に

反省 しなければなるまい｡およそ国民における産業,

経済の発展には必ず経なければならない段階がある｡

開発はその社会の発展段階に応 じたものであるべきで

あり, このことを無視 した飛躍的な開発の試みは現状

を混乱させるばかりで,開発効果を期待 し難いO これ

までの援助が,相手国の国家的みえも手伝って,ダム

等の大規模な基幹施設に重点を置き過ぎて,現地農民

と直接結びつ く末嬬施設が軽視されており,いわば農

民不在の開発援助であったことが多 くの人々によって

指摘されている｡ わが日∃の援助は, まず末瑞を重視

し,自発的な意欲をひき起 こしなが ら,長期的見通 し

(,_)もとに,効果の早 く上る事業か ら順次開発を発展さ

せる方向で考えるべきである｡報告書で提案されてい

るパイロット農業,パイロット事業等は, この見地か

ら非常に有効な援助と考えられる｡東南アジア諸国民

の自主性を尊重 し,反共的性格のない,地味ではある

が着実な援助実績の積み重ねがあって,はじめて諸国

民の信頼が得られ,そこに真の協力,親善関係が成 り

立つのではあるまいか｡

20余項目にわたる論文,報告は東南アジア開発につ

いて深 く啓発させるものがある｡重複を避け,論点 も

整理されており,問題の理解を助けるために参考資料

を挿入する等々よ く編集されている｡編集者の努力に

深 く敬意を表 したい｡

東南アジア開発に対するわが国-の期待がいよいよ

大きくなっている今 口,この方面に関心を持つ人々,

特に若い農業土木技術者にこの報告書の一読を是非奨

めたいものである. (武聞 健葦)
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